
徴

地

形

か

ら

歴

史

を

読

む

-
特
に
水
田
開
発
を
中
心
に

l

官一円

野

文

豊

序
徴
地
形
と
は
い
う
ま
で
も
左
く
大
地
に
刻
ま
れ
た
微
細
な
地
形
の
こ
と
ャ
、

勿
れ
一
問
自
代
的
に
生
成
ぎ
れ
た
も
の
も
あ
る
が

念
会
吉
積
・
第
一
土
・
城
郭
・
堀

地
在
日
と
人
工
酌
に
造
成
き
れ
た
も
の
を
も
包
含
す
る
。

安
跡
と
は
要
す
る
に
後

地
形
的
に
そ
の
残
象
の
明
夜
念
も
の
を
い
う
の
で
あ
ろ
ち
。

し
か
し
史
跡
?
と
は

い
わ
れ
念
い
が

日
本
農
村
に
と
っ
て
重
要
ま
水
田
も
、

ζ
れ
に
導
入
き
れ
る

腰
も
共
に
大
地
に
刻
ま
れ
た
人
工
の
徴
地
形
的
存
在
と
い
い
得
る
で
あ
ろ
引
c

位
刊
に
縫
合
ど
は
流
水
現
象
で
あ
る
た
め
、

自
然
的
大
地
形
に
照
応
し
て
つ
〈
ら

れ
て
い
る
が

を
た
そ
の
影
響
を
受
け
易
ぐ

ま
た
自
ら
も
侵
食
・
堆
積
と
い

「
ム
ん
造
地
形
作
用
を
す
る
か
ム
俊
地
形
学
的
研
究
に
は
重
要
を
零
素
で
あ
る
。

筆
者
は
水
田
開
拓
は
こ
れ
を
漉
読
す
る
用
水
寝
の
成
立
期
で
£
り
、

用
水
寝

地の
子r:新

を!日
地 1:1
位そ
層の
と造
し 成
て(3)し
、み，

徴
地
形
に
よ
h 

な
h
F

そ
の
時
代
は
他
の
炉
、
跡
的
傍

こ
れ
を
層
序
学
的
に
配
列
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
判
定

し
よ
う
と
試
み
た
。
そ
の
事
例
と
し
て
上
田
市
国
分
附
近
を
述
べ
て
み
る
。

生
成
以
徒
僅
か
念
が
ら
隆
起
は
詰
め
ら

と

こ

は

隆

起

均

形

の

段

丘

面

で

、

れ
る
が
大
し
た
地
支
は
蒙
ら
ず
、

歴
史
時
代
に
造
成
ぎ
れ
た
傑
た
形
、
も
均
表
に

よ
〈
保
存
さ
れ
て
き
た
所
乏
の
で
当
研
究
の
可
能
左

ζ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

(
ほ
一
し
最
近
は
市
街
化
の
た
め
平
坦
一
回
に
h
z

け
る
徴
治
形
は
失
わ
れ
た
)

4

F

n

n

J

 

次
の
図
は
当
地
区
の
筆
者
の
作
製
し
た
徴
地
形

E
K
小
穴
喜
一
の
↑
疑
問
包
て

作。

滝
沢
泰
雄
・
清
水
利
維
の
「
史
跡
及
出
土
口
問
の
分
布

mw-一
か
ら
そ
の
要
点
J
T
L

拍

出
し
て
記
入
し
4
ん
も
の
で
、
以
下
こ
れ
に
よ
っ
て
論
述
す
る

G

一

、

常

沼

地

区

川
段
丘
崖
に
刻
ま
れ
た
懸
行
'

当
図
の
東
北
部
設
屋
台
地

(I)
が
下
位
の
常
回
一
回

(
E
B
 
日
一
回
の
後
品
同
低

K
接
す
る
一
五

1
二
0
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
段
丘
崖
が
あ
る
c

こ
れ
に
行

の
前
と
も
い
う
べ
き
懸
谷
が
幾
っ
か
並
列
し
て
い
る
。
そ
し
て

ζ

れ
に
郡
応
し

た
小
扇
状
地
が

H
H
B
↑
陸
上
に
列
ぶ
c

い
う
ま
で
も
念
〈
ー
か
ら

E

B
蛮
に
落
ち

湿
地
)

る
水
の
作
用
で
造
成
き
れ
夫
伎
地
形
で
あ
る
G
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さ
て
こ
の
際
u

谷
を
み
る
と
、
そ
の
方
向
北
東
|
南
西
の
も
の

(
F
・
D
-
K

-
M
)
と、

と
に
区
別
き
れ

(
I
-
T
-
H
等
)

前
者

東
西
の
方
向
の
も
の

の
も
の
が
大
き
〈
後
者
の
も
の
が
小
き
い
に
そ
し
て
前
者
の
も
の
は

υ
・
K
の

よ
う
に
す
で
に
埋
積
さ
れ
て
耕
地
化
し
、

侵
食
が
中
絶
し
て
死
谷
化
ー
し
て
い
る

仁
対
し
、

後
者
の

T
-
H
の
よ
う
に

V
字
形
の
峡
谷
J
T
乏
し
ム
「
尚
生
長
し
つ
つ

あ

わ

T
科
い
は

K
の
造
っ
た
一
扇
状
地
上
に
自
己
の
扇
状
地
を
の
ぜ
更
に
丙
北
方

に
杯
出
天
井
川
を
延
長
し
て
い
る

G

(
現
在
は
八

P
V
な
る
紘
一
水
路
が
抱
f

町一れ

て
い
る
)

以
上
の
事
実
は
明
ら
か
に
北
東
|
南
西
方
向
の
懸
谷
が
先
に
存
し
、

東
西
社
以

の
も
の
が
そ
の
後
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
c

そ
し
て
こ
の
事
、
百
件
」
の
健

と
そ

I
E
上
に
展
開
す
る
条
豆
的
水
田
を
涯
荻
寸
る
寝
で
あ
る
こ
と
モ
わ
か
る

で
あ
ろ
う
む



が
ら
雨
裂
に
よ
る
崖
地
形

が
あ
り
、

前
記
し
十
、
管
行

に
連
左
る
こ
と
、

条
原
一
的

区
画
に
よ
る
穫
の
間
監
に

上ffi市昌子シ付近の徴地形及び寝・史務分布

際
し
こ
の
自
然
的
に
造
ら

れ
た
白
地
は
そ
の
ま
主

と
れ
を
堤
氏
利
用
し
た
こ

と
、
東
西
性
の
条
塁
的
間
性

は
こ
れ
を
あ
え
て
三

g
し

て
い
る
ζ

と
か
ら
考
え
ら

れ
る
。

(2) 

H

B
面
上
の
蛭
沢

-28-

川
と
条
皇
水
田

E
B
一
回
上
も
冬
一
里
町
区

函
の
寝
の
分
布
鱈
を
一
不
す

所
で
あ
る
が
、

そ
の
中
料
開

を
な
す
も
の
は
姪
穴
川
4

あ
る
。

小
河
で
は
あ
る
が

碁
盤
裂
の
水
田
区
一
政
わ
出

を

悠
'n

蛇
行
し
て

U
-
心
安

司て

t
H
M
I
C
一一〕リたよ「
L

H
え
と
〔
4
5
e

乃
た
す
ρ

J

J

一烹

yu
一
ど
よ
り
に
ろ
な
、
E

一T
一一一心に日ずい一「

三
塚
一
一
?
に
は
逐
〆
す
、
d

'

も
あ
町
、

品
引
か
ら
あ
っ
た

g
空
2
4
っ
た
と
い
え
る
。
こ
こ
は

H
一
回
の
後
背
低
混
地
、
段

は
ま
さ
し
〈
名
前
四
十
一
問
明
日
以

-
一
区
か
ム
ノ
の
一
込
]
求
の
脂
阜
、
ま
る
湾
、
そ
れ
J
J
H
C
ムロ

L

?
を
わ
ち
を
中
山
川
で
去
る
G

と
れ
が
一
自
の
方
向
之
と
ど
れ
士

さ
て
こ
乃
先
に
山
己
実
品
、
野
谷
川
以
如
何
に
し
て
生
戎
き
れ
で
も

O
だ
ろ
う
?
か
。

ず

-
u
f
?

の
つ
く
{
三
一
t
f
h

で
あ
る
こ
と
，

rす
と
乙
そ
上
二
二
九
、

τ
4
一べに
r
F
J

4ι 

一，炉-←-占← 4 

rt々t 

ロ~
】

噂「ペ-
.J;-，.: 

づ4も与P

ー、
長雪、

4、
体



い
の
は

H
A
念
る
自
然
堤
防
地
区
の
徴
一
角
地
だ
か
ム

J

で
あ
る
ι

念
会
、

こ
の
川

わ
附
近
は
条
里
以
前
か
ら
水
田
経
営
が
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
前
記
し
た

f

小

一
原
代
位
や
自
然
堤
町
上
か
ら
一
古
い
土
器
の
出
土
し
て
い
る
こ
と
で
も
わ
か
る
c

q
d
 

常
国
綬

と
こ
ろ
が
こ
こ
の
条
笠
的
水
田
・
模
被
用
水
は
も
っ
ぱ
ら
常
田
綬
レ
一
い
号
待

川
か
ム
取
水

l
国
円
分
地
区
経
由
で
導
入
さ
れ
る
も
の
で

ー
の
面
ふ
ム
一
市
煮
る
綬

ば
関
与

L
て
い
土
い
じ
そ
れ
が
好
沢
川
に
速
な
勺
て
基
幹
的
用
水
路
と
さ
れ
犬
。

UK
沢
地
O
野
沢
川
で
あ
る
か
ム
こ
れ
か
ム
原
因
へ
の
配
水
は
出
来
襲
〈
.
百
万

へ
は
辛
う
じ
て
流
下
き
せ
て
い
る
が

を
去
、

丙
鋭
部
の
も
の
は
大
経
と
ぎ
れ

て
い
る
の
に
対

L
、

東
方
へ
は
流
れ
左
い
の
で
山
根
凝
L
r
一
堺
田
山
崎
J
Z
右
綜
線
と

-
て
ハ
ザ
ソ
阪

L

こ
計
よ
打
両
方
に
岡
崎
を
分
支
さ
せ
て
い
る
む
前
者
は
段
丘
庄
の

下'包、

後
者
は
前
記
ー
た
占
一
扇
状
地
の
末
端
部
を
一
通
過

L
、

こ
れ
が

I
面
上
の

染
患
と

H
面
上
の
常
国
踏
人
の
筏
界
と
さ
れ
て
い
る
。

と
と
ろ
が
埼
界
ム
一
緩
が

意
引
し
〈
一
駐
勺
て
い
る
所
が
ニ
ケ
所
、

山
桜
一
桜
の

Y
地
点
・
縄
印
刷
崎
の

S
地
点
と

J

め
る
え

Y
は
も
と
均
界
と
同
じ
く
常
出
抽
出
で
本
縦
に
合
流

L
て
b
h
J
、

境
問
綬

も
も
と
そ
の
東
方
向
界
綜
上
に
あ
っ
た
ο

こ
れ
を
現
位
置
に
移
動
き
せ
た
の
は

日
山
山
並
び
に

T
沢
山
一
狩
出
扇
状
地
の
た
め
て
、

こ
の
も
字
、
も
常
民
綬
の
成
立
が

た
て
、

-
一
閃
の
燦
の
成
立
が
徒
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
心
J
F叫

し

t

、

ま
た

I
面
上

の
条
宅
用
水
岡
崎
什
日
前
記
し
ム
い
府
守
合
利
用

l
て
日
一
回
に
落
れ
る
が

山
明
日
娠
を

t
w榊
-
J
L
H
H
一
え
こ
の
縦
仁
官
冷
水
ぜ
す
に

佐
沢
川
に
お
と

t
て
い
る
事
象
ミ

わ隔地
h
u
r
h
が
こ
の

H
の
直
に
は
関
与
止
し
す

耐
叩
折
水
揚
で
あ
る
こ
と
も

15 
J'-}; 

i
h
上
山
拠
つ
↑
川
J
J
b

伎
の
成
立
で
あ
ふ
こ
と
を
物
語
?
』

念
、
ず
段
「
竹
一
山
川
上
九

i
~引
に
市
析
が
水
江
川
ん
H

1

f

ド
但
守
一

l
て
い
る

れ
~
h
い
供
品
川
」
ト
て
や
除
、
杭
と

O
M一
外
向
日
ト
陀

い

4

2
て
11

を
〈
こ
の
古
墳
造
立
問
に
は
と
と
は
水
田
で
は
を
か
っ
た
c

中
川
円
ほ
の
一
夜
FRれ

と

よ

J

そ
の
切
割
り
の
穏
に
は
水
山
下
流
れ
て
い
る
。
そ
っ
す
川
也
氏
こ
こ

崖
端
に
見
ら
れ
、

ヘ
ゾ
条
回
一
一
水
田
用
地
広
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
の
条
由
工
水
面
は
や
J
7・P
、

と
も
こ
の
城
郭
造
立
割
以
前
す
で
に
あ
っ

ιん
と
考
え
ら
れ
る
c

吉
夫
、

城
郭
円

の
鋒
{
寸
の
社
は
城
郭
廃
滅
後
の
理
主
で
あ
る
こ
と
は
当
飲
ん
で
あ
る
が
、

L
J
U
↑一向

の
段
丘
剛
院
上
に
長
福
寺
と
共
に
下
方

E
一
聞
に
向
き
.

参
道
も
下
か
ム
坂
道
で
内
部
ん

る
こ
と
を
考
え
る
と
、

こ
れ
を
祭
配
し
4

八
年
落
は
下
位
H
U
面
上
に
&
勺
み
じ
こ
と

そ
暗
示
し
て
い
る
c

朝
刊
に
こ
の
段
丘
度
上
に
す
一
地
寸
る
安
定
・
小
仇
r
h
E
t

・バム一れ

門
の
集
落
は
そ
れ
ら
の
人
々
の
勤
時
動
し
犬
、
も
の
に
ち
が
い
ま
い
c

今、

h
u
J
↑ヶ移

品
開
の
時
期
は
も
ち
ろ
ん
条
里
開
日
以
後
(
日
常
用
水
も

I
出
の
媛
を
引
木

1
1

い
る
)

し
か
も
こ
の
城
郭
廃
液
以
後
で
あ
る
。

(!) 

次
に
段
丘
墜
下
を
見
よ
号
。

K
沢
の
出
口
か
ら
は
多
数
の
弥
生
式
士
山
市
が
出

2甘

十
干
す
る
。
ま
た
士
師
土
器
も

T
沢
の
mmu
出
JT↓
蒙
ム
左
か
っ
た
部
分
か
ら
ふ
士
寸

〈口

念
台
扇
状
地
末
端
部
に
藍
染
祉
が
記
ら
れ
4
'
一
通
一
泉
が
あ
り
、

そ
の
藍
喰
社

μ

今
は
珠
山
伝
性
常
務
の
中
に
移
ぎ
れ
て
い
る

G

以
上
の
と
と
か
ら

H
H
の
侭
九

M
M
U

弥
生
式
時
代
か
ら
す
で
に
水
印
経
常
が
行
わ
れ
れ
、

そ
わ
令
耕
作
す
る
人
々

J
7
一

の

K
扇
状
地
上
に
居
住
し
、

市
町
付
以
降

1
面
上
に
移
動
ー
や
L

と
い
え
日
勺
で
ふ
『
ウ
リ

全
失
両
方
自
然
続
防
地
区
も
間
続
土
器
知
の
山
山
ゴ
A
r
'
h

弥
生
時
代
J
r

円いわ・
υ

こ
れ
は
上
田
町
形
成
期
に
現
}
印
市
街
一
向
ち
に
そ
の
い

m
t
t

g-
落
と
し
て
移
動
し
売
。
こ
れ
が
常
田
・
隣
人
で
ゑ
る
ι

民
み
に
こ
三

γ
3
r

地
で
ゑ
二
，
#
ん
が

栄
町
地
は
天
明
仔
問
に
上
回
校
下
町
用
水
明
叫
仰
の
ιJ~

め
つ
ぐ
p
h
L
4
人
も
の
で

Jr

4
4
J
H
 

ぞ
れ
が

I
恥
か
ム

2

の
取
に
や
人
よ
ム
〆
す
4RJ
ム
常
印
刷
柑
の
水
会
主
人

Iu--い
'

ま
み
た
そ
の
統
一
地
の
半
分
が
品
開
u
k
地
符
で
糸
っ
た
ん
人
lu

、

と
L
」
、

そ
っ
代
い
れ
い
出



し
て

T
沢
の
押
出
一
周
一
回
?
を
染
産
分
と
し
た
。
こ
れ
も
古
い
水
利
関
係
を
暗
示

す
る
。

ニ

司

冨

分

地

区

)
 

l
 

l
 

地
形
及
び
土
地
利
用
概
観

こ
こ
は
小
区
域
で
は
あ
る
が
、

由
民
正
地
形
は

I
・
H
A
-
H
C
-
m
A
-
E

B
-
m
C
と
見
事
に
形
成
さ
れ
て
い
る
所
で
あ
る
。
佳
品
一
角
は

I
つ
も
の
は
一
五

メ

i
ト
ん
、

H
の
も
の
は
七

i
入
メ
!
ト
凡

m
A
・
m
h
D
の
も
の
は
五
1

メ
i
ト
凡
夫
一
低
ま
旬
、

m

C
は
現
千
白
河
床
よ
り
二
メ
ー
ト
ル
一
一
品
い
c

左
台
、

E

A
面
上
に
は
東
方
か
ら
抽
竹
川
の
、
北
方
の
懸
谷

M
沢
の
一
扇
状
地
・
か
の
h
y
、
皿

A
以
下
の
東
方
都
に
は
新
し
い
神
川
の
押
出
し
扇
状
地
で
恋
泡
の
段
丘
崖
は
失

マ，

わ
れ
、

b
Jな
る
田
神
川
一
判
床
宇
宙
め
て
い
る
。
左

h
u
-
-
E
一
回
は
ロ

l
ム
質
の

強
粘
土
地
帯
で
洪
積
世
に
、

E
A
-
E
B
百
は
壊
土
質
地
帯
で
沖
積
世
に
、

C
一
回
は
砂
車
問
日
明
か
ら
成
り
現
神
川
及
び
千
白
川
の
氾
濫
~
一
侭
で
あ
る
。

次
に
土
地
利
用
景
観
へ
明
治
時
代
の
)

J

甲
山
概
観
す
る
と

I
・
H
A
-
H
C
の

各
部
は
全
一
郎
水
田
地
苓
で
集
落
は
現
国
分
寺
を
中
心
と
し
た
国
分
と
、

江
戸
中

同
に
坂
下
旬
組
か
ム
移
動
一
し
て
烹
た
ト
一
混
と
ニ
ヶ
所
だ
け
で
あ
る
。

m
A
、
出

Iう

面
は
田
畑
相
半
ば

l
、
集
落
は
黒
坪
・
上
沢
・
下
堀
と
最
も
多
く
、

十
回
は
旧
国
分
寺
・
国
号
尼
寺
の
立
地
面
で
あ
!
旬
、

m 
A 
下

の

ぞ1

丘
定
下!7iか
がっ
、 IU

古 A

代
東
山
市
一
の
通
過
線
で

尚
二
社
の
十
へ
門
は
こ
の
段
丘
崖
の
上
に
あ
っ
た
。
国

C
商
政
方
の
神
川
一
問
状
地
一
聞
は
出
切
相
半
で
あ
る
が

一
四
万
部
は
河
原
の
畑
地

で
あ
る
ο

集
落
は
国
軍
一
長
年
間
開
通
し
た
北
田
街
道
に
そ
っ
て
、

撚
下
回
開
Jr
唯

あ
る
の
み
で
あ
る
が
、

こ
の
集
落
は
寛
保
の
洪
水
で
流
さ
れ

こ
L
.
J
ム
り
一
片
山

と
オ
」

;
H
Z一一ロ
l

た
LL
堀
に
移
動

L
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
ち
念
集
落
の
発
達
操
移
も
水
田
開
発

中
、
と
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

山

上

沢

壊

と

常

田

寝

さ
て
こ
の
底
分
地
区
に
道
一
，
入
き
れ
る
寝
花
上
沢
堤
・
常
田
岡
崎
・
久
保
混
と
三

本
あ
わ
ノ
、

何
れ
も
簿
一
川
か
ム
一
取
水
さ
れ
て
会
り
、

第
一
に
上
沢
寝
と
常
田
緩
は
民

水
口
附
近
は
同
身
一
体
で
同
時
に
同
一
計
画
で
関
室
さ
れ
た
も
の
か
、

よ
り
一
円

従
関
係
不
問
確
で
あ
る
が
、

筆
者
念
り
の
一
応
の
考
察
を
し
て
み
る
。

乙
の
国
分
地
区
の
開
唱
の
分
布
栴
か
ら
除
去

常
印
行
缶
、
の
常
国
媛
を
、

よ
f
f
h

経

系
の
分
布
絹
と
念
る
。
す
左
わ
ち
上
沢
庵
は
最
一
日
間
の

H
A
E
C
一
雨
一
回
上
に
浅
一
人

し
て
み
よ
う
。

在
る
ほ
ど
い
阿
部
的
の
所
を
除
〈

Y

一
向
の
支
障
も
な
く
、

1
4

「
れ

そ
と
に
湧
出
す
る
干
池
の
水
を
も
加
え

下
位
の

H
O
一郎

j
y
L
m
A
-
出

日
一
回
へ
訟
の
シ
の
支
帽
唱
を
分
派
し
て
い
る
。
特
に
広
い

H
C
一
回
で
は
字
、
回
一
区
雨

国

そ
の
基
幹
水
路
は
遠
〈
こ
の
一
回
の
丙
北
院
に

ま
で
達
し
、
直
角
に
底
的
し
て
弧
坂
(
国
中
日
)
の
十
人
形
~
ん
合
J
T
一
造
っ
て
い
ゐ
。

-30-

に
よ
る
東
西
方
向
に
西
流
き
せ

b

-r
J
 

し
こ
の
主
幹
水
路
は

E
C
函
に
h
t

け
る
後
背
低
湿
地
の
最
低
総
花
当
日
心
一
所
で
あ

る
。
叉

m

A
一
回
へ
は
品
別
記
し
た
慢
が
何
れ
も
懸
谷
(
届
ー
中
1

・
2

・
3
・

4

・
5
-

J
f
一
造
司
一
て
下
り
、

更
に

m
B
一
回
に
は

m
A
十
回
よ
れ
ノ
百
日
開
し
て
回
中

6

・
7

・
U
れ

の一軒
E
h合
を
つ
く
り
、

何
れ
も
西
北
南
に
五
エ
ゥ
て
千
色
川
河
原
に
恥
ち
て
い
-
F
a
r
-

』

Z
I
P
-
J
r

争、

m
A
-
m
u
u
一
回
と
も
条
里
的
で
な
〈
一
模
の
宮
市
此
も

H
一
部
よ
り
も
犯
で
、

m
B
一
回
は
特
に
一
緩
が
ん

U
/

乏
い
。

そ
し
て
国
分
村
と
は
各
面
上
の
集
落
全
体
を
包
含
し
、
国
分
八
幡
ふ
一

h
h
H
守

こ
の
同
一
水
系
に
田
町
内
す
る
、
た
め
と
い
え
る
。

レ
し
し
て
い
ふ
の
は
、

常
田
段
以
前
述
し
た
よ
う
に
常
回
地
区
の
開
拓
が
目
的
で
、

と
v
-

は
通
過
f

る
だ
け
で
あ
り
た
。
上
沢
緩
の
一
挺
殺
に
訪
中
Z
F

に
ま
ム
な
い
だ
け
で
左
〈
、

わ
し

ろ
市
ヘd

の
補
充
を
し
J

な
が
ら

H
N口
一
郎
に
行
雪
印
司
る
勾
配
の
と
こ
ろ
、

そ
れ
が
常
印



寝
で
あ
る
。
す
を
わ
む
ノ
、

区
で
い
弓
と
H

H

A

下
の
段

E
定
L
し
で
あ
と
に
途
中

l

L
}
2
で
迂
回
す
る
の
は
、

す
で
に
去
っ
た
上
沢
一
縄
系
の
懸
討
の
た
め
で
あ
り
、

3

の
迂
一
回
は
国
分
八
幡
社
の
あ
っ
た
た
め
で
、

明
ら
か
に
常
日
開
明
J

叫
ん
上
一
円
綾
Jrf

の
成
立
以
後
の
も
の
で
あ
る
ζ

と
を
一
不

l

上
沢
一
綬
系
の
校
経
一
を
憤
断
寸
る
に

ち

と

)

4
4
p
i
 

;

7

 

こ
れ
を
入
れ
ま
た
出
し
て
円
い
る
姿
は
既
存
の
壊
に
変
一
一
五
を
与
え
ず
、

し
か
も
水
量
の
増
補
可
能
の
よ
う
に
計
十
仇
さ
れ
た
こ
と
を
物
詰
る
。
以

1FU
こ

し
」
は
雨
明
の
し
ず
山
利
授
に
つ
き
上
沢
一
縄
関
係
の
も
の
は
常
白
岡
崎
一
関
係
去
に
対

L
、

に
特
権
L
-
称
し
、

か
つ
て
は
徒
者
ワ
ム
が
一
切
負
担
し
た
と
い
・
勺
求
利
慣
行
に

も
表
わ
れ
て
い
た
c

十
同
疑
問
古
口
の
重
合
す
る
日
一
一
白

援
の
最

-4
重
要
土
部
分
は
一
応
首
口
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
、
も
士
い
c

そ
れ

ι常
時
安
定
し
て

一
定
日
程
の
」
広
が
流
入
出
宏
司
心
月
で
ま
け
お
ば
左
ム
士
一
円
、
今

加
川
の
内
側

(
石
山
日
〕

第
ー
の
段
丘
一
回
が

Jr
」
ム
ス
)

メ
i
ト
凡
内
外
の

山
長
、
品
で
+
駐
し
に
衿
川
に
接
し
て
い
ふ
γ

同
一
一
が
第
一
い
じ
そ
の
中
で
僅
か
に

m
A一
回
が

流
か
人
帯
状
に
延
長
し
て
な
h

そ
れ
か

A
点
で
終
り
、

i
民
の
段
丘
ま
し
に

日
官
、
し
て
い
る
c

士
る
ほ

こ
の

L

瓜
が
疑
心
計
持
へ
の
ロ
で
あ
h

こ
の
H
K
ム
一
な

m
A函
は
ま
だ
返
一
人
水
路
と
し
て
舷
一
の
存
在
で
あ
勺
た
υ

後
に
出
ー
~
一
太
ιγ
人
常
印

疑
も
こ
の
ヒ
沢
綬
を
借
用
ぜ
ざ
る
を
一
品
川
士
九
日
で
よ
人
の
で
あ
ふ
c

と
予
ご
り
で
こ
の

m
A一
郎
一
い
現
子
鹿
川

h
m川
の
河
床
面
か
ら
は
お
よ
そ
八
メ

ー
ト
凡
一
口
一
円
p'¥

?と

7
て

い

医

ち

に

了

日

人

ば

取

水

出

烹

士

山
C

十
V
U
J
g
し

-
d
 

積
い
明
日
判
明
な
お

h
u
m
A一
郎
ペ
ル
河
床
面
で
あ
r

ム
一
ひ
れ

7
」
J
Z
取
1
1
U

口
?
と
し
て

E

z

-

-

ト
L

1

4

、
三
-
て
よ
ρ
〆
↓
心

ι

i
J

円
以
院
笠
間
に
は
刈
稽
色
村
明
そ
っ
き
苦
て
じ
合
い
J
h
目、

h
「

av
蜘

べ

F

E

l

l

い
川
マ
円
ド
ャ
↑

r

A

J

ヘ

↑

り

ム

r
e
t
4
f
l
t
f
‘
一
片

L
h
~
F

寸
』
ム
「
よ
ー

=
J
;王
7
円
安
、

L

二

、

よ

仁
一
七
日
民
主
町
円
、
d

/

L

J

一
心
点
、
J
-
J

J 

ζ「

/予
ー〆

ぎ
て
常
百
一
柊
ば
新
た
に
同
列
島
恕
す
る
に
当
わ
ノ

ぞ
の
)
明
日
間
リ
水
口
亙
じ
よ
お
い
廷
の

ま
で
合
ぜ
て
な
よ
そ
三
倍
の
水
の
取
入
れ
が
必
要
で
去
り
、

r
-
h
L

上
ト
沿
い
J

「
門
医

は
上
沢
回
収
間
態
期
よ
り
低
下
し
て
い
る
の
J

て
れ
よ

b

り
は
る
か
と
↓
民
4
J
P

アド
h

水
し
J

な
け
れ
ば
な
ら
乏
か
っ
た

P

山
引
門
の
大
日
以
丘
援
の
ゆ
肱
J
T
一山

す

左

わ

t

割
る
こ
と
九

メ
ー
ト
ル
で
神
川
一
向
一
沫
に
達
し
、

こ
れ
よ
わ
攻
一
正
一
庶
民
寺
一
主

む
こ
L
」
ム
ハ

メ
ー
ト
ル
の
所
で
取
水
し
て
い
る
ι

そ
し
て

A
長
か
ん
じ
t

常

制崎
J
T
利
用
し
た
が

m
A一
回
の
広
ま
壬
所
で
ま
よ
一
独
自
の
陪
暗
号
問
問

E
E
l
-
ム/一

f
♂

千

そ
の
寝
中
は
よ
沢
一
夜
の
三
位
二
、
あ
♀
。

勺

ゃ

ん

仁
久 (.li
保
E重
νJ 

産

校
図

は
E 
C 
国

Lつ
烹
半
7t 
eプで

あ

わ

久
保
綬

そ
の
末
氏
は
上
引
い
一
一
熊
r
4
J
e
~

関
わ
下
広
一
辺
国

A
の
西
方
包
と
、

国

H
一
砲
で
あ
と
c

氏
円
一
て
均
岡
町
は

m
C一広

か
(
/
堤
防
が
造
立
ぎ
れ
て
d

ん
ム
て
't

~ ，) J -

安
定
後
(
梓
川
が
現
在
の
尽
に
思
{
乏
し
、

は
、

m
A田
口
一
屈
の
畑
地
袴
力
水
一
出
化
の
4
~

『
で
も
ま
，
っ

L
4
1
-

ノ炉、

. 
円

〆

) 

予

の
上
沢
支
援
よ
り
新
し
い
こ
と
は
回
出
1
6

・
7

〔
一
占
い
師
時
.
C
造
っ

4
Cご竹

J

「一
Y
4

け
て
通
る
こ
と
や
国
分
尼
寺
埼
内
を
返
さ
」
る
こ
と
、

ふ
な
じ
一
で
川
町

μ

り
九
f

f

J

昨

そ
し
て
前
述
し
売
主
抱
一
利
用
ヴ
ご
と
/
¥

」h
u

綬
わ
↓
nh

一-一一(に民

t
L
戸

ゎ
阿
川
の
タ
越
し
た
地
域
と
も
一
致
す
る
じ

上
沢
媛

O
間
同
窓
期

!
他
の
奇
跡
と
の
一
関
連

i

J二(;j
iT( 
耳喜

久
保
長E
....1;::---" 

-
一
回
上
の
認
は
も
も

J

ろ

λ
常
印
刷
崎
よ
打
4
3

い
こ
二
一
に

内同
i

前
述
し
ょ
ん
通
り
で
あ
る
が

ぎ
て
こ
の
上
沢
寝
の
間
を
は
同
つ
一
回
か

こ
わ

4

位
の

{r、町
FJ

六
一
~
計
十
片
山
ー
し
て
始
、
討
し
て
み
司
心
。

宮
崎
ず

国
分
尼

ι~7と
れ

f

比
し
て
ム
よ
か
っ
ι

向
上
1
J
F
J、

m
A

市
町
一
に
国
分
寺
、

一ア
~
ι
A

・J
}
一

向

μ}
作

」

，B
↑一一』一、、十一ナム，〕

ま日十一一戸
zm
ふ
と
い
W

均一

こ
心
一
昨
リ
ロ
ム
?
?
乙
j
L

竺
よ
J
/

に

で
J
g
r
r

H
C
E
上
九
一
条
町
山
工

E
一
院
と
は
了
小
売
記
で

J
R
Z
-

f て
『ふ、ー

-~ 



問
自
と
国
分
寺
の
建
設
と
が
同
期
の
同
一
計
一
闘
で
あ
る
と
は
、

瓦
J
T
焼
い
た
窯
跡
が
図
中

4

の
懸
谷
の
傍
に
発
見
さ
れ
た
む
そ
れ
が

断
一
言
出
実
念
い
。

し
か
し

使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
井
水
市
~
同
懸
谷
の
直
下
に
あ
る
c

こ
の
件
付
日
水
も
と
の
懸

つ tt
1::.を
こ流
と下
はす

推る
定 綬
での
きた
る18'ま
o t， 

グヲ

L 

S与

屯〉

か
ム

当
窯
築
造
期
に
は
こ
の
一
慢
の
あ

次
に
出
土
す
る
土
器
類
を
み
る
と
、

-
-
m
C
の
菌
か
ら
は
出
土
し
な
い
。

H
A
一
留
の
打
開
湧
由
市
町
近
、

M
-
O
沢
の
小
扇
状
地
末
端
か
ム
一

一
抗
生
・
土
師
uqh

出
土

H
C
一
底
上
司
)
南
国
外
土
寸
北
方
都
【
分
か
ら
は
、

土
間
・
須
磨
土
器
が
広

長
路
に
互
ウ
て
、

一
直
に
出
土
す
る
。

E
C
L」
m
A
問
問
。
段

E
定
下
か
ら
は
縄

すヘ
1
野
生
|
土
師
の
出
土
を
み
、

m
A
菌
の
旧
国
分
寺
、

国
介
尼
寺
か
ら
西
方

に
か
け
て
は
土
師
一
沼
恵
土
器
が
多
〈
出
土
す
る
。
そ
の
段
丘
下
の
一
回

A
、
号
、
同
様

で

.
E
C
L
L
m
A
の
段
丘
崖
上
に
は
士
口
増
も
あ
る
。
を
h
e

そ
の
造
立
期
は
一
模

と
は
思
わ
れ
左
い
が
、

各
集
落
の
被
い
い
行
J
J
K
Y
段
丘
上
に
立
地
し
て
い
る
c

縄
文
・
弥
生
の
土
器
が
段
丘
患
を
中
心
に
出
土
す
る
こ
と
は
、

シ
そ
ら
ぐ
湧

{{it-
の
だ
主
も
の
で
あ
ろ
う
が
、

土
師
・
須
恵
が

H
A
-
H
H
0
・
m

A
蕊
に
広
ぐ

分
布

t
て
い
る
と
と
は
、

隆
起
段
丘
地
形
で
、

白
]
快
荒
川
の
J
F
W
t

円
こ
と
で
は
、

返
し
売
上
沢
慢
の
導
入
げ
か
、

当
一
隠
す
で
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ざ
る
を
筏

J

左
い
c

す
を
わ
ち
上
沢
疑
は
毘
ハ
ガ
寺
建
立
以
前
に
開
繋
ぎ
れ
+
一
も
の
と
い
ち
こ
と
が

出
来
る
c

L
e
h
r
L
当
初
抗
日

C
一
回
に

l
て
も
全
部
水
田
化
ー
さ
れ
た
も
の
で
は
左

，
¥
居
住
地
と
水
田
が
混
合
し
て
会
、
り
、

m
A
の
旧
同
ふ
り
土
守
の
附
近
は
居
住
地

世一m
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
ろ
に
古
犠
以
降
、

す
で
に
相
当
開
拓
ぎ
れ
、

杓
も
の
人

口
も
あ
っ
た
と
と
が
、

東
山
道
の
通
渇
地
に
4

沿
っ
ム
ん
こ
と
土
相
代
っ
て
、

国
分

士
f
u
m
こ
こ
に
浦
町
守
一
ー
さ
れ
る
有
h
v
J
F

ょ
原
山
内
で
は
念
か
っ
#
ん
か
と
1
4
4

え
る
仁
そ

L
て

H
C
↑
聞
が
令
雨
水
町
化

l
4
-
の
は
常
問
娠
が
間
慰
安
れ
み
仁
後
で
J

め
る
と
と
は
当

品
叫
ん
で
あ
る
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落
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。
そ
の
代
表
酌
在
も
の
は
上
沢
集
落
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中
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、
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よ
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、

4
1
E
o

h

染
問
主
的
全
面
水
田
地
域
、
5
最
後
ば

m

c
‘

m

A
、

m
h
n
末
叫
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娠
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。
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